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丸亀城石垣復旧報告会

令和元年7月7日
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丸亀城の石垣崩落箇所と地形・地質の関係1

近年の石垣の動きと計測結果2

3 崩落発生メカニズムの推定
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1
丸亀城の石垣崩落箇所と地形・地質の関係
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丸亀城の石垣崩落箇所と地形・地質の関係

石垣崩落の発生順と位置

②平成30年10月8日崩落

①平成30年7月7日崩落

③平成30年10月9日崩落
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丸亀城の地形・地質

・降雨によって浸透した水が南西方向に流れやすい

・本丸から南西方向へ岩盤層が傾斜している

・岩盤層は安山岩と花崗岩

5
花崗岩

風化花崗岩 安山岩
盛土

丸亀城の石垣崩落箇所と地形・地質の関係

・風化花崗岩の上に高く盛土されている

現状で考えられる石垣崩落の素因

 水が集まりやすい地形と考えられる。

 盛土の上に高い石垣が作られている。

 石垣背面の盛土には水に浸されると弱い性質
の土（マサ土：花崗岩が風化して土になったも
の）が含まれる。

 帯曲輪の一部は過去に修復されており、石垣
背面地盤には“新しい部分”と“古い部分”が混
在する。
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丸亀城の石垣崩落箇所と地形・地質の関係
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2
近年の石垣の動きと計測結果
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S-1

S-2

近年の石垣の動きと計測結果

降雨量と伸縮計の計測結果

地割れ（クラック）

地割れ（クラック）をまたぐように木杭を
設置し、クラックが大きくなることで伸び
るインバー線の長さを計測し地表面の
変位を計測する機器。

インバー線（塩ビパイプで保護）

地割れ（クラック）

地割れ（クラック）

8



2019/7/9

5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

-100.0

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

H2
8/
09

/0
1

H2
8/
10

/0
1

H2
8/
11

/0
1

H2
8/
12

/0
1

H2
9/
01

/0
1

H2
9/
02

/0
1

H2
9/
03

/0
1

H2
9/
04

/0
1

H2
9/
05

/0
1

H2
9/
06

/0
1

H2
9/
07

/0
1

H2
9/
08

/0
1

H2
9/
09

/0
1

H2
9/
10

/0
1

H2
9/
11

/0
1

H2
9/
12

/0
1

H3
0/
01

/0
1

H3
0/
02

/0
1

H3
0/
03

/0
1

H3
0/
04

/0
1

H3
0/
05

/0
1

H3
0/
06

/0
1

H3
0/
07

/0
1

H3
0/
08

/0
1

H3
0/
09

/0
1

H3
0/
10

/0
1

一
日
の
降
水
量(

㎜
）

累
積
変
位(

㎜)

降水量（mm）
S-1（mm）
S-2（mm）

S-3（mm）
S-4（mm）
S-5（mm）

↑
沈
下

近年の石垣の動きと計測結果

降雨量と伸縮計の計測結果
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降水量（mm）
S-1（mm）
S-2（mm）
S-3（mm）
S-4（mm）
S-5（mm）

H30年豪雨までの計測結果

帯曲輪南西面・南面石垣変位

⑨
15(mm)

14(mm) 12(mm)

14(mm)

17(mm)
17(mm)

15(mm)

11(mm)

14(mm)
17(mm)

16(mm)

16(mm) 15(mm)
14(mm)

17(mm)
20(mm)12(mm)

調査期間：H28年10月～H29年3月
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計測位置概略図
（確認）

計測位置

全断面
中央部のみ

南面、西面とも中央部は上下方向に5点計測
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3
崩落発生メカニズムの推定
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崩落発生メカニズムの推定

①帯曲輪南面

・伸縮計S-3は7月8日に

一気に増加している。
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崩落後の石材

①帯曲輪南面

・調査や測量に基づく断面図の形状から

直線もしくは円弧を描くように崩れている（円弧すべり）。

・写真のように崩落後、表面に石垣（石材）が見える。

⇒水位上昇による円弧すべりと推定される。
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崩落後の土層断面図

崩落発生メカニズムの推定

水圧増加

②帯曲輪南西面

崩落前に設置した土のうを
覆い隠すように崩落

帯曲輪南面の崩落が
南西部や、上段の
三の丸の動きを助長
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崩落発生メカニズムの推定
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②帯曲輪南西面

帯曲輪石垣背面の
沈下が確認された

石垣が押し出される現象に伴い、
背面盛土の平らな部分が沈下したと想定
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崩落発生メカニズムの推定

②帯曲輪南西面

・降雨の影響で地盤が緩み、盛土の荷重が作用
・石垣に細かい砂が詰まり、水位があがり水圧が作用
→背面の荷重の増加

2016.3 2018.7

石垣は前に倒れ込むような動き
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崩落発生メカニズムの推定

こうしたさまざまな原因が推定されるため、
施工に伴い、メカニズムを解明していきます。
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③三の丸石垣

帯曲輪が崩落し、下部の抑えがなくなったため、
円弧を描くように崩れたと想定
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崩落発生メカニズムの推定


